
Ｓの教育Ｓの教育Ｓの教育Ｓの教育Ｓの教育（（（（（88888）））））

108

ＶＣＦの秘密ＶＣＦの秘密ＶＣＦの秘密ＶＣＦの秘密ＶＣＦの秘密③③③③③
　　　　　V C F が鍵盤やその他のコントローラから発生する直
流電圧によってそのカットオフポイントが上下するこ
とはもう説明の必要はないと思います。例えば鍵盤電
圧はV C Ｏに対して一オクターブ上下させるのに一ボル
トの電圧を変化させます。VCF が発振状態（極端なレゾ
ナンスをカットオフポイントあたりに作ることでその
カットオフポイントの周波数で正弦波を発振する）の
カットオフポイントに対しても鍵盤電圧はV C Ｏに対す
るのと同じ比率で変化させます。富田勲氏の作品の随
所に出てくる「口笛」は敢えてV C Ｏのサイン波を使わ
ないでこの方法で音源としてV C F を用いていました。
　V C F はこのように鍵盤電圧などの制御電圧でその
カットオフポイントを制御しますので、音作りの際に
は鍵盤のどの音域を使って音をデザインするかが大変
大切な事になります。
　例えば鍵盤電圧をゼロにしてトランペットの音を中
音域でデザインすると高音域では暗い音になるでしょ
うし、1 0 0％の鍵盤電圧をかけて作ると低音域が暗くな
るでしょう。
 下の図では例として鍵盤電圧がＶＣＯ、ＶＣＦ、ＶＣ
Ａにそれぞれ鍵盤電圧がどう関わっているかを示した
ものです。

（この図ではＶＣＡに対してトリガーしかないように
書かれていますがArturia Moog Modular V 2 ではＶＣ
Ａというモジュールが無くてすべてエンベロープジェ
ネレータとして表記されています。従ってこの図にお
けるＶＣＡはエンベロープ・ジェネレータのことと
思ってください）
　もしも鍵盤の左端のゼロボルトしか用意されてな
かったらＶＣＯは音階を演奏できません。ＶＣＦは
カットオフポイントが固定された只の固定フィルター
にしかなりません。通常10 ～ 1 2 V のパルス（オンかオ
フの電圧波形）であるトリガー信号はＭｏｏｇでは最
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初から鍵盤やＳ／Ｈ（サンプルアンドホールド）、シー
ケンサーなどのトリガー信号としてすべてのＶＣＡ
（エンベロープジェネレータ）に内部結線され、スイッ
チで使用するトリガーを選ぶようになっています。で
すから純粋に直流の可変電圧で制御されるのはＶＣ
Ｏ、ＶＣＦまでであることを確認して下さい。Arturia
Moog Modular V 2 の鍵盤（下図）の左上方のブロック
が鍵盤電圧のコントローラです。

その部分だけを拡大したのが次の図です。

１から４までのつまみでスロープタイプを用意できま
す音階用（ＶＣＯ用）に１のつまみを正常なスロープ
にして２～３をV C F 用にするというような使い方をし
ます。

　左図のそれぞれのモ
ジュールの下方に表示され
ているK１などの記号はKが
鍵盤電圧を意味します。Ｎ
ｏは何の電圧も受け取って
いない（この場合シーケン
サーから）ことを意味しま
す。
　Ｋ1 は１のつまみで設定
したスロープを選択したこ
とになります。もし２のス
ロープがもっとゆるやかで
あればそれを選択するとＫ

2 の鍵盤電圧の変化は緩やかなものになり、１オクター
ブの音階を鍵盤で弾いても通常のドレミファにはなり
ません。
　ですからV C F だけに異なる鍵盤電圧をかけたい時は



２～４のつまみの一つにそのスロープを設定してＫ 2
～Ｋ4 のどれかをV C F に表示させればよいのです。当
然ゼロの時はＮｏを選びます。この一連の「選ぶ」「設
定する」などの操作はそのつまみをクリックして動か
すか、ただクリックするだけでトグルスイッチが変化
します。ＶＣＦの鍵盤電圧するに対する考え方はゼロ
ボルトよりさらに低いマイナスボルトも利用できま
すが、このマイナスボルトを制御電圧に使う想定は
M o o g にはありません。ヤマハのシンセサイザーではこ
のマイナスボルトをイニシャル・アタックと呼ばれる
鳴りはじめの部分に用いることでメリハリのあるア
タックを成功させました。
　鍵盤電圧以外に大切な制御電圧はＶＣＦでは二つ
あります。一つはエンベロープジェネレータ（ＶＣＡ
と同じであるがＶＣＡは最終信号を発生するのに対
して単なる制御電圧発生用モジュールをそう呼ぶ）

で、時系列に従った電圧変化をデザイン
するモジュールです。もう一つはＬＦＯ
とよぶ「ゆすり」専門の低周波です。他
にもトリガーを発生するものはいくつ
か用意されていますが別の項で紹介し
ます。
　さてArturia Moog Modular V 2 では
エンベロープジェネレータを１～６ま
でを制御電圧発生用に、別に最終出力用
に左右チャンネルとして本来のＶＣＡ
を２基用意していますが、この[ I N ]
[ O U T ] の二つの入出力ジャックとＡＤＳ
Ｒの四つのつまみというシンプルなモ
ジュールです。ＡはAttack Time のイニ
シャル、ＤはD e c a y T i m e 、Ｓは
SustainLevel、ＲはRelease Time です。
これを４ポジション・エンベロープとも
いいますが、ＡとＲだけのものも初期に
はありましたがヤマハなどはＡとＤを
それぞれ二つ用意した６ポジションの
ものを製品化しています。

　TriggerD e l a y というモジュールで時間差の違うト
リーガーを取り出して別のエンベロープ・ジェネレー
タにかけてやれば1 2 ポジション以上のものが作れま
すのでこれで十分です。エンベロープは「包絡線」と
訳されるものですが、わかりやすく言えば「封筒」を
意味する一番外側の表皮みたいなものです。
　この電圧をＶＣＦにかけることで時間軸変化を
伴ったフィルターの開閉ができるのです。音色の違い
の多くは鳴りはじめの5 0 0 m 秒くらいの間におこる変
化で決まりますので、ＶＣＦに対するアタック部分の
音色変化をこれでデザインするわけです。
　同じ「ア行」でも「ア、カ、サ、タ、ナ、・・・」と

あるようにそれぞれが鳴りはじめの数ミリ秒の間に
起こる音色変化なのです。
　そこでさきほどのTriggerDelay を使って異なるタ
イミングでフィルターを操作してやれば、例えば「ｍ
－」という音の後に「a-」を設定してやれば「ma-」と
なるわけです。このような母音が予め用意された
Fo r m a n t と呼ぶモジュール（次図）もありますが、さ
らにシーケンサーを利用してやれば「南無妙法蓮華
経」くらいはしゃべります。筆者もかつてこの方法で
延々と読経の声をバックにした音楽を作ったことが
あります。

左のモジュールがそのForm a n t ですが、中央のエンベ
ロープフォロアーやエンベロープ・ジェネレータと組
み合わせて設計すれば人間の言葉をしゃべらせる「ボ
コーダー」を作ることも可能です。しゃべるかどうか
は別として時間軸に沿ったフィルターの開閉は生き
生きとした音作りには不可欠な操作です。
　上図右端のエンベロープ・ジェネレータの下端にあ
るトリガー入力ジャックをシフトキーを押しながら
クリックすると左から順に次々とこのような入力メ
ニューが出てきます。
また、ＬＦＯによる「ゆすり」を僅かにＶＣＦにかけ
ると「ワウワウ」と呼ぶ効果や尺八やフルートのトレ

モロのような効果も出せます。
　このＬＦＯについても別稿で述べますが、ＶＣＯに
かければビブラート、ＶＣＦにかければワウワウ、Ｖ
ＣＡにかければトレモロという音楽的表現になるこ
とはご存じでしょう。ＶＣＦにこまかいＬＦＯをかけ
ることはあまりしませんが（せっかく作った音のイ
メージが崩れることの方が多いから）トレモロなどと
併用してかすかにかけると効果的です。


